
 

第２回群馬県新型コロナウイルス感染症対策本部会議 次第 

 

日時：令和２年２月２６日（水） 

１１：００～１２：００   

場所：県庁舎７階災害対策本部室  
 

 

１ 開会  

２ あいさつ 

３ 議事 

（１）新型コロナウイルス感染症対策について 

（２）イベント開催の基準について 

（３）その他 

４ 知事メッセージについて 

５ 閉会 

 



資料１

新型コロナウイルス感染症への対応について

令和２年２月２６日

１．全庁的な協力体制

群馬県新型コロナウイルス感染症対策本部」を２月１０日に設置・「

・状況に応じ、随時開催

２．市町村との協力体制

・市長会、町村会に通知し、協力を要請

３．企業、団体等との協力体制

・感染拡大防止対策等の協力依頼

・経営相談等の実施

・ＢＣＰに基づく対応要請

４．県主催イベントの開催基準

・当面１か月の開催基準を策定

・同様の基準での開催を、県民に対して呼びかけ

・２～３週間後の状況により改めて判断

５．県主催の主なイベント

○湯けむり創造フォーラム（３月２４日）

・開催を中止

○聖火リレー（３月３１日～４月１日）

・この１か月の国の動向等を踏まえて検討

○元内閣総理大臣・故中曽根康弘氏「群馬県民・高崎市民合同葬」（４月１５日）

・当分の間、延期

・国の動向を注視し、実施日等を検討

○Ｇメッセ誕生祭（４月１８日～１９日）

・開催を検討中

６．マスクの不足

国に要請しているが不足している。・

・国を通じ、業界団体等へ対策を依頼する。

７．児童生徒、教職員が感染した場合

（１）教育委員会

○児童生徒及び教職員が感染した場合の対応

・発熱などの症状が出ている状態で登校・勤務していた場合は、関係機関と協議の

上、必要な期間、臨時休業

・発熱などの症状が出ていない状態で登校・勤務していた場合は、臨時休業の必要

性を個別の事案ごとに検討

○児童生徒が濃厚接触者に特定された場合の対応

・当該児童生徒に対して出席停止の措置



・出席停止の期間の基準は、感染者と最後に濃厚接触した日から起算して２週間

（２）保育所・認定こども園

・国からの通知を随時、市町村を通じて周知

８．社会福祉施設等、医療機関の対応

（１）社会福祉施設等における対応

・国からの通知を随時、各社会福祉施設及び市町村等へ周知している。

・必要に応じ、社会福祉施設等に対し、その全部又は一部の休業を要請する。

（２）医療機関における対応

・医療機関に対しては、すべてのスタッフの感染防止の取組を改めて徹底し、院

内感染を防ぐ可能な限りの対策を講じるよう指導している。

・地域で患者数が大幅に増えた場合には、一般の医療機関で、診療時間や動線を

区分する等の感染対策を講じた上で、感染を疑う患者の受入を要請する。なお、

透析医療機関や産科医療機関等、診療を行わない医療機関を事前に検討する。

９．群馬県公立大学法人

〇群馬県立大学の卒業式と入学式

①女子大学（３月２３日と４月３日）

②県民健康科学大学（３月２３日と４月６日）

・十分な対策を取ったうえで実施を予定

・感染の広がりや国等からの情報提供を受け、適宜見直し

１０．公立高校入試

○公立高校

・後期選抜は、各校が可能な範囲で感染症対策を講じた上で３月１０日、１１日の２

日間、予定どおり実施予定

・罹患した受検生への対応は、追試験の実施を含めて検討中

○県立特別支援学校高等部

・入学者選抜（盲、聾、二葉高等、あさひ、赤城）及び訪問教育入学選考は、各校が

可能な範囲で感染症対策を講じた上で、３月１０日、１１日の２日間、予定どおり

実施予定

・罹患した受検生への対応は、追試験の実施を含めて検討中

１１．卒業式への対応

○公立小中学校

・小学校は３月２４日又は２５日、中学校は３月１３日を予定

・具体的な対応は、基本的には学校の設置者である市町村教育委員会が判断すること

になるが、国の通知や先に実施される高校の卒業式への対応も参考にしながら、適

切に判断していただく

○公立高校

・各校で開催方式を工夫し、感染拡大防止の措置を行って、３月２日に予定どおり実

施予定



・対応としては式典の簡略化、出席者の制限等

○県立特別支援学校

・高等部（高等特別支援学校）については、各校が可能な範囲で感染症対策を講じた

上で３月２日に予定どおり実施予定

・実施の形態は、生徒の障害の状態等を考慮し、感染症の拡大を防止する観点から現

在検討中

・幼稚部、小学部、中学部については、今後の状況を見て判断

１２．運動部活動等への対応

・感染症対策を講じた上で、実施の可否を判断

・県中体連及び県高体連主催の事業等については原則として中止又は延期を要請

１３．私立学校

・下記を学校設置者に要請

○卒業式

・感染リスクへの必要な対策を徹底した上で実施

１４．組織体制の強化

・健康福祉部保健予防課に２名を増員 （２月２５日付け）

・各部局の保健師がコールセンター業務を応援

・感染拡大の状況に応じて必要な組織体制を整備

（感染症指定医療機関、衛生環境研究所ほか）１５．補正予算

・予備費の活用による緊急の予算3,000千円を措置（2月４日付け）

→帰国者・接触者外来への個人防護具配布、コールセンター設置等の経費

・状況を注視しながら、予備費の活用も含め、必要に応じて予算措置

１６．県職員（教職員を含む）が感染した場合

・出勤停止（病気休暇）

１７．県職員の感染拡大の防止策

・公共交通機関で通勤する県職員の「時差出勤」制度を整備

・テレワーク（サテライトオフィス勤務）を推奨

・職員の感染が疑われる場合は、①テレワーク（在宅勤務）の利用か、②年次有給休

暇の取得を推奨

１８．県職員の家族が感染した場合

・自宅待機（①テレワーク（在宅勤務）の利用か、②特別休暇（災害等による出勤困

難））

１９．県庁舎の対応

・入口へ手指消毒剤を設置

・エレベータボタン、ドアノブ等不特定多数が触れる部分の清掃（アルコール消毒含

む）を徹底







令和2年2月26日

総務部総務課（内線2022）

危機管理室（内線2690）

新型コロナウイルス感染症に係る県主催イベントの開催基準について

１ 基本的な考え方

○不要不急の県主催のイベントは、当面、明日から１か月間（2月2７日

～3月２６日まで）は、原則、中止、または延期する。

・ただし、卒業式や入学式、資格試験など日程を変えることが難しいも

のについては、参加者を極力限定するなどの対策を講じた上で、参加

者へ注意喚起を十分に行い、感染防止対策を徹底して、開催すること

ができる。

２ 開催する場合の感染防止対策

○県が主催するイベントについては、次の項目など取りうる限りの感染防

止対策を徹底する。

・参加者への手洗いの推奨を行うこと

・会場にアルコール消毒液を設置すること

・発熱や風邪症状がみられる方には参加自粛を協力要請すること

・高齢の方や基礎疾患をお持ちの方で、感染リスクを心配される方には

参加自粛を協力要請すること

、 。※中止または延期を決めた県主催イベントは 県ホームページに掲載します

なお、新型コロナウイルス感染症の今後の感染の広がりや重症度を見な

がら適宜見直すこととします。

※県が開催する会議などについても、上記に準じた取り扱いとします。


